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新
年
度
の
始
ま
り
に
思
う
こ
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二
〇
二
五
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

箕
島
小
学
校
で
は
、
今
年
度
十
八
人
の
一
年
生
が
元
気
に
入
学

し
て
き
ま
し
た
。
以
前
に
も
お
伝
え
し
て
い
ま
し
た
が
、
「
小
規

模
学
校
で
あ
る
当
校
は
全
校
生
徒
が
百
人
を
切
る
と
廃
校
に
向

け
て
の
協
議
に
入
り
ま
す
よ
」
と
い
う
教
育
委
員
会
か
ら
の
通
達

が
十
年
ほ
ど
前
に
あ
り
ま
し
た
の
で
、
十
八
人
の
入
学
は
学
区
と

し
て
も
と
て
も
嬉
し
い
、
喜
ば
し
い
こ
と
な
の
で
す
。
十
七
人
以

上
の
入
学
が
あ
れ
ば
百
人
以
上
が
確
保
で
き
ま
す
の
で
・
・
・ 

 

近
年
、
少
子
化
等
の
影
響
で
統
合
さ
れ
る
小
中
学
校
が
増
え
て

い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
が
、
全
て
の
先
生
が
全
て
の
子
ど
も
た
ち

を
見
守
る
こ
と
が
で
き
、
一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
る
小
規
模

校
の
い
い
所
を
も
っ
と
理
解
さ
れ
る
社
会
に
な
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

合
理
的
に
物
事
を
考
え
処
理
す
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
が
、
人
が
人
を
育
て
、
自
ら
の
力
で
、
暮
ら
し
を
切
り

開
く
知
恵
と
力
を
身
に
着
け
る
場
と
し
て
の
教
育
現
場
に
合
理

化
の
考
え
方
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。
四
十
年
ほ
ど
前
に
、
当
時
の
教
育
長
か
ら
公
民
館
の
合
理

化
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
内
の
多
く
の
民
主
団
体
や
住
民
か

ら
の
反
対
に
よ
り
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
も
し
、
反
対
運
動
が
な
か
っ
た
ら
交
流
館
と
い
う
名
称
す

ら
現
時
点
で
は
無
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

か
つ
て
公
民
館
と
学
校
は
教
育
の
両
輪
と
い
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
社
会
教
育
と
学
校
教
育
は
教
育
基
本
法
に
基
づ
く
教
育
法
体

系
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
共
に
協
力
関
係
に
あ

り
、
学
区
行
事
の
ほ
と
ん
ど
は
「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」
を
、

理
念
（
合
言
葉
）
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
は
、
交
流
館
と
い
う
行
政
機
関
に
変
わ
っ
て
か
ら
も
基
本

的
な
考
え
方
は
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
い
つ
ま
で
も
子

ど
も
た
ち
の
活
発
で
元
気
な
声
が
溢
れ
る
小
学
校
で
あ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

２０２５年度 箕島学区行事日程 
 

運動会         5/25（日） 

夏まつり盆踊り大会   8/ 9（土） 

グラウンドゴルフ大会 10/ 5 (日) 

ふるさとまつり     11/16（日） 

防災訓練        11/23（日） 

ふれあいコンサート    未定 

とんどまつり      1/11（日） 

詳しくは別途ご案内いたします。 

2025年（令和 7年）5月 1日          ✉minoshima-krk@city.fukuyama.hiroshima.jp     

   

 

  

 

  

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２４２号 

 

 

話
は
コ
ロ
ッ
と
変
わ
り
ま
す
が
、
少
し
前
ま
で
全
国
で
山
火
事

が
頻
発
し
て
い
ま
し
た
。
山
火
事
や
地
震
と
い
っ
た
災
害
が
発
生

す
る
と
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
地
元
消
防
団
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
ま

す
。
箕
島
に
も
消
防
分
団
が
２
班
体
制
で
組
織
さ
れ
て
お
り
、
団

員
は
普
段
他
の
仕
事
を
し
な
が
ら
地
域
の
安
心
と
安
全
を
守
る

た
め
に
、
消
火
活
動
や
救
助
活
動
、
防
災
活
動
な
ど
の
、
と
て
も

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

消
防
団
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
火
事
等
か
ら
地
域
を
守
る
た

め
に
結
成
さ
れ
た
自
治
組
織
で
す
。
こ
れ
は
、
火
災
や
災
害
時
に

は
と
に
か
く
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必
要
で
、
特
に
大
規
模
な
山
火
事
で

は
消
防
署
の
消
防
士
だ
け
で
鎮
火
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
こ

と
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
組
織
で
す
。 

そ
ん
な
「
消
防
団
」
で
す
が
、
全
国
的
に
年
々
団
員
の
人
数
が

減
少
し
、
地
域
の
安
全
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。 

よ
く
災
害
へ
の
備
え
を
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
と
い
う
言
葉

で
表
し
ま
す
が
、
ま
ず
は
自
分
や
家
族
を
守
る
た
め
に
自
ら
防
災

に
取
り
組
み
、
自
分
で
は
な
ん
と
か
し
き
れ
な
い
場
合
に
は
、
地

域
で
支
え
合
い
、
そ
れ
で
も
カ
バ
ー
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
公
的
な

助
け
が
入
っ
て
く
る
と
い
う
順
番
に
な
り
ま
す
が
、
共
助
の
部
分

を
成
り
立
た
せ
る
た
め
に
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
必
要
不

可
欠
で
す
。
そ
の
重
要
性
に
気
付
き
、
願
わ
く
ば
、
地
域
を
守
る

た
め
に
何
ら
か
の
形
で
行
動
を
始
め
て
く
れ
る
人
が
増
え
る
と

い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

消
防
団
箕
島
分
団
の
当
面
の
活
動
予
定
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
関
心
・
興
味
の
あ
る
方
は
見
学
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。 

＝
ポ
ン
プ
操
法
の
訓
練
＝ 

 

４
月
は
毎
週
月
曜
日
・
木
曜
日 

夜
８
時
～
１０
時 

 

５
月
は
毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
・
木
曜
日 

夜
８
時
～
１０
時 

 

＊
場
所
は
、
箕
島
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド 

◎
６
月
８
日
（
日
）
に
第
３
方
面
隊
（
市
内
中
心
部
９
分
団
）
の

ポ
ン
プ
操
法
予
選
会
が
午
前
９
時
か
ら
、
誠
之
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
わ
れ
ま
す
。（
雨
天
時
は
６
月
１５
日
） 

 

ち
ょ
っ
と
顔
を
出
す
だ
け
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
見
学
や

応
援
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

  

新
し
い
年
度
が
始
ま
り
ま
す
が
、
住
み
よ
い
楽
し
い
箕
島
が
将

来
に
向
け
て
よ
り
発
展
す
る
た
め
に
、
今
の
時
代
に
合
っ
た
地
域

活
動
を
模
索
し
て
い
く
必
要
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

地
域
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
、
持
続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
を
築
く
た
め
の
交
流
館
活
動
を
継
続
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

☆☆ 高めあう 人権感覚 確かな未来 ☆☆ 

２０２５年度 まちづくり推進事業計画 
 

＊ふれあい交流事業 

 （運動会・夏まつり盆踊り大会 

・グラウンドゴルフ大会・ふるさとまつり 

・ふれあいコンサート・とんどまつり 他） 

＊伝統文化継承 

（和太鼓・資料館公開、整備） 

＊コミュニティ育成 

（公園整備・町内一斉清掃 ） 

＊災害対策・環境保全活動 

 （防災・防犯・イノシシ対策・環境整備） 

＊地域福祉推進活動 

（料理教室・運動推進・子ども講座） 

＊まちづくり推進委員会運営事業 

新年度がスタートしました 



４月２０日（日）、皆さま方のご協力をいただき無事

終える事が出来ました。 

ありがとうございました。 

子ども会 

資源回収のお礼 
 

移動図書館「のぞみ号」のお知らせ 

【利用できる人】  
箕島学区に住んでいる方または勤務している方で、福山

市に住居登録をしている方。 

 

【持参するもの】  
＊窓口に来られたすべての人に、次のいずれかを呈示していただき、本人

確認を行っています。（運転免許証・健康保険証・パスポート・年金手帳・

個人番号カード・身体障がい者手帳・医療受給者証・住基カード（写真

付き）など） 

＊戸籍の証明については、健康保険証等顔写真が入っていない身分証の場

合には２点の確認になります。 

＊個人番号（マイナンバー）を記載した住民票の写しは、交流館では請求

することはできません。 

【委任状が必要なもの】 
＊窓口に代理の方が申請に来られる場合は、委任状が必要です。ただし、

（住民票）同じ世帯の人、（戸籍謄抄本）戸籍に記載されている人は不要

です。 

＊税証明についても同一世帯のご家族以外の方が窓口に来られるときは委

任状が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取り扱い証明書 手数料（１通） 

戸籍全部事項証明書（戸籍謄本） ４５０円 

戸籍個人事項証明書（戸籍抄本） ４５０円 

戸籍の附票の写し ３００円 

住民票の写し ３００円 

住民票記載事項証明書 ３００円 

労働基準法第１１１条代用証明 無料 

印鑑登録証明書   ３００円 

年金現況届の照明（個人年金） ３００円 

年金現況届の証明（公的年金） 無料 

所得・課税証明書 ３００円 

 
 

サークル名 内  容 実施頻度 時  間 

にんじんサークル 郷土資料館の整備 随時 10:00～12:00 

パッチワーク 手芸 月２回 14:00～16:00 

かがやき 生命の貯蓄体操 週１回 20:00～22:00 

ときめき 生命の貯蓄体操 週１回 10:00～11:30 

ローズ 着物着付け 月２回 10:00～12:00 

フラワー広場 お菓子づくり 月１回 10:00～12:00 

釜屋フレンズ お菓子づくり 月１回 10:00～12:00 

まどかの会 踊り 月２回 13:30～17:00 

 

箕島交流館サークルのご紹介 

問合せは箕島交流館へお願いします。（☎ ９５３－０４１２） ＊１ヶ月に１回巡回します。利用は無料です。 

巡回日 ５月 ８日（木）１３：３５～１４：０５ 

    ６月 ３日（火）     〃 

場 所 グリーン箕島店 駐車場 

交流館での市民課業務・税務業務のご案内 
 

 

 

【取扱い日時】月曜日～金曜日（休日・休館日は除きます）午前９時～１２時【午前中のみ】 
 

 

【コンビニエンスストアーでも取得できます。】 
個人番号カード（マイナンバーカード）を利用して➀住民票の写し➁住民票記載事項証明書③印鑑登録証明書

➃所得（非）課税証明書が、さらに、福山市に本籍がある人は➄戸籍全部（個人）事項証明書⑥戸籍の附票の

写しが取得できます。（ご利用には、マイナンバーカードに登録された４ケタの暗証番号が必要です。） 

つり銭のいらないよう 

ご協力をお願いします。 
 

 

 

◆運動普及推進員 

（と き）7月～来年 2月（月 1回程度） 

（対象者）おおむね 20歳～75歳の市民 

（ところ）福山すこやかセンターなど 

 

※受講後、推進員として、基本はお住いの地域でボランティア活動ができる人 

（問い合わせ・申込み先）福山市健康推進課：TEL 084-928-3421 

ご本人が直接お申し込みください。 

（申込み期間）2025年（令和 7年）5月 9日（金）まで 

～ 一緒に健康づくりの活動をしませんか ～ 

運動普及推進員・食生活改善推進員 養成講座 

2025 年度（令和 7 年度）受講生募集！ 

消防団員募集 
一緒に地域を守るためにあなたの力が必要です 

 

福山市消防団 箕島分団 

問合せ先 ９５３－０４１２（箕島交流館） 


